
●土づくり資材の施用により、不足するケイ酸・加里・アルカリ分等を補給
●堆肥や緑肥等の有機物や粘土質資材を施用し、土壌の保肥力、肥沃度の向上と物理性の改善
●春耕時の深耕により作物の根域を拡大し、肥料の吸収効率を向上

1 「土づくり」による高温に強い環境づくり　「土づくり」による高温に強い環境づくり　

4 カメムシ類による斑点米の発生防止カメムシ類による斑点米の発生防止

春の土づくり運動（令和８年３～５月）

山際を中心に
大型のカメムシが
増えています
追加防除など
対策の徹底を！

3適正な防除の実施
●生育ステージに応じた適期防除の実施
●早生品種や大型カメムシが多い地域では、
穂揃期と傾穂期の２回防除を徹底

●防除後もカメムシが多い場合は追加防除
クモヘリカメムシ
（体長約16mm）

高温耐性品種の作付
●水稲の作付期間の高温が常態化し、
「コシヒカリ」の収量・品質が不安定に
なっています。

●温暖化に対応した米産地への転換を
図るため高温に強い「てんたかく」、
「富富富」、「てんこもり」の積極的な
作付けを進めましょう。

被覆肥料の被覆殻（プラスチック殻）の流出防止について
代かき後の水田では、肥料成分溶出後の被覆殻が浮遊し、
河川や海岸等に流出する可能性があります。被覆殻をほ
場外に流出させないよう対策を取りましょう。

防除時期の目安

早生出穂
7月中旬頃

中生出穂
8月上旬頃

穂揃期
出穂後
3～5日

傾穂期
出穂後
10～12日

早生品種の防除時期

穂揃期
出穂後
3～5日

中生品種の防除時期

注）中生の傾穂期は
　 必要に応じて実施

傾穂期
出穂後
10～12日

代かき時に浮遊する被覆殻 捕集ネットの使用例

富山県米作改良対策本部／JA富山中央会／JA全農とやま／富山県米麦改良協会

令和8年1月

高品質で美味しい富山米を食卓へ高品質で美味しい富山米を食卓へ

●高温耐性品種「てんたかく」、「富富富」、「てんこもり」の作付拡大
●「土づくり」による高温に強い環境づくり
●健苗育成と適切な田植えによる初期茎数の確保
●こまめな水管理、的確な追加穂肥の施用による稲体活力の維持
●カメムシ類による斑点米の発生防止

「富富富」は
高温年でも
常に高品質

1カメムシ類の発生・増殖しにくい環境づくり
●雑草が繁茂しないように、畦畔や雑草地を適切に管理
冬期～春先：土壌処理除草剤散布や抑草シートを
　　　　　 利用して、雑草の発生を抑制
水稲生育期間中：草刈りや除草剤散布等により
　　　　　　　 イネ科雑草の穂が出ないように管理

●麦あとほ場等では、大豆、園芸作物、緑肥等を積極的に栽培し、雑草の繁茂を抑制

2割籾の発生軽減
●ケイ酸質資材の施用
●適正な栽培管理により目標の穂数・籾数を確保

アカヒゲホソミドリカスミカメ
（体長約6mm）

アカスジカスミカメ
（体長約6mm）

斑点米

土づくり資材施用や保肥力の向上で
ごま葉枯病を予防

精玄米重
整粒歩合

「ほおばる幸せ。富山米」「ほおばる幸せ。富山米」
令和７年は生育期間の高温・少雨、出穂後の大雨等の厳しい気象条件でしたが、

適切な管理により収量は並、１等米比率は87.0％とおおむね良好となりました。
令和８年産も１等米比率90％以上と安定生産を目指しましょう。

温暖化等の気候変動に打ち勝つ米づくり

❶代かきは浅水で行い、作業中・作業後は落水しない
❷畦畔沿いに吹き寄せられた浮遊物を除去する
❸排水口や排水路にネットを設置する

注１）ケイ酸分30％の資材を施用
注２）横軸の数値は成熟期の茎葉ケイ酸濃度（％）

図 ケイ酸資材の施用が収量・品質に及ぼす影響
（H22農業研究所）

注１）土壌条件：沖積壌土
注２）実証区はゼオライト2t/10a（160me/100g）を令和６年春に施用）

https://www.toyama-beibaku.com/ 富山県米麦改良協会 検索

チラシは
こちらから
ダウンロード
できます

図 ゼオライトの施用がごま葉枯病の発生程度に及ぼす影響
（R７富山農林振興センター）
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高温年の「コシヒカリ」と「富富富」の玄米

富富富コシヒカリ



4/8頃

4/17頃

4/25頃

浸種日
4/19頃

4/26頃

5/3頃

播種日
5/10（21日）

5/15（19日）

5／20（17日）

田植日（育苗日数）
7/30頃

8/2頃

8/7頃

出穂期

1田植時期に合わせた播種と健苗育成
●イネばか苗病等の発生防止のため、種子消毒を徹底
●「コシヒカリ」の５月15日の田植えでは、
育苗日数19日以内を徹底して、苗の老化を防止

●搬出直後から積極的に換気し、苗の徒長を防止
（昼間25℃以下、夜間10℃以上を目安に管理）

温度　夜 30℃

「高品質で美味しい富山米ブランド」確立と「温暖化に対応した米産地」への転換

2適切な田植えと初期の水管理で
初期生育を促進
●栽植密度70株、植付本数３～４本、
植付深さ３ｃｍの徹底

●活着後の浅水管理（水深3cm）
●田がわいている場合は、中干し前
でも軽めの田干しを実施

1適期の溝掘り・中干し等の実施による
過剰生育の防止と根の生育促進
●6月上旬の溝掘りの実施
●中干しは田植後4週間までに遅れずに開始
●中干し後の間断かん水で足跡の深さを3cm程度に誘導

3 こまめな水管理、的確な追加穂肥の施用による稲体活力の維持こまめな水管理、的確な追加穂肥の施用による稲体活力の維持
●R７では初期茎数が多く、穂数や収量が改善
●安定した収量確保には初期茎数確保による目標穂数への誘導が重要

2 健苗育成と適切な田植えによる初期茎数の確保健苗育成と適切な田植えによる初期茎数の確保

2幼穂形成期以降の水管理による葉色の維持
●幼穂形成期以降は飽水管理、出穂後２０日間は湛水管理
●刈取り５～７日前までは間断かん水

育苗期間中の温度管理の目安

育苗日数

温度　昼

苗のステージ

3日

30℃

出芽期

2～3日

緑化期

13～15日

硬化期

25℃以下

10℃以上

近年はハウス内の
気温が上がりやすい

田植後４週までに茎数320本/㎡
（株あたり15本程度）を確保しましょう

中干しによる根量の違い

植付深さによる分げつ発生の違い 水管理が茎数確保に及ぼす影響

浅水管理で
初期茎数を確保

飽水管理

適正 不十分

湛水管理（水深２～３ｃｍ）湛水管理（水深２～３ｃｍ）飽水管理飽水管理

幼穂形成期から出穂まで 出穂から20日間

水管理のイメージ

溝掘り・中干し
実施の
イメージ

作業

月/日

田植え

5/15

入水
停止

中干し
開始

6/5 6/12田植えから
３週間

中干し後の
間断かん水

落水➡溝掘り

3的確な追加穂肥施用による稲体活力維持
●穂揃期の葉色を4.2～4.5（砂壌土は4.5）に誘導
●肥効調節型基肥栽培でも、葉色が淡い場合は追加穂肥を施用

３ｃｍ

落水管理 浅水管理 深水管理

砂壌土では茎数が増え
やすいので遅れず実施

田面が
出ない
ようにね

中干しで
根っこいきいき！

特に高温時は
足跡の水を
切らさない
ように

植付深さ３ｃｍで充実した
分げつの発生を促進

干しすぎに
注意してね

287
316
340

田植後
28日

R6
R7
平年

年次
茎数・穂数（本/m2）

552
545
559

最高
分げつ期

496
495
510

幼穂
形成期

352
383
382

成熟期

531
567
552

精玄米重
（kg/10a）

茎数・穂数の推移及び収量の比較（R６、７生育観測ほ）

中干しと間断かん水終了時の田面の硬さの目安

中干し終了時
ほ場の中央部でくるぶしまで沈む程度
※一度に強く干し上げない

間断かん水終了時
幼穂形成期までに、足跡の深さ３cm程度

間
断
か
ん
水

田植日別の浸種・播種日の目安


